


「
ハ
ー
ド
か
ら
ハ
ー
ト
へ
」

　
市
民
と
の
対
話
を
重
視
す
る
市
政
の
実
現
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ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、

４
月
27
日
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
４
年
間
、
南
ア

ル
プ
ス
市
政
の
か
じ
取
り
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
前
任
の
皆
様
方

が
懸
命
に
努
力
さ
れ
て
築
き
上
げ
た
も
の
を
基
盤
と
し
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
南

ア
ル
プ
ス
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
心
血
を
注
ぐ
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
市
長
選
挙
の
最
大
の
争
点
は
、
新
庁
舎
建
設
問
題
で
し
た
。
私
は
、「
新

庁
舎
建
設
計
画
の
全
面
的
見
直
し
を
行
い
、
既
存
庁
舎
の
必
要
最
小
限
の
増
改
築
」

を
公
約
に
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
既
存
施
設
を
活
用
し

な
が
ら
、
建
替
え
で
な
く
必
要
最
小
限
の
増
改
築
を
行
う
方
針
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
市
長
選
で
は
、「
ハ
ー
ド
か
ら
ハ
ー
ト
へ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
掲
げ
ま
し
た
。
箱
物
行
政
な
ど
を
行
う
ハ
ー
ド
か
ら
、
市
民
目
線
の
福
祉
の

行
き
渡
っ
た
温
か
い
地
域
づ
く
り
の
ハ
ー
ト
へ
の
転
換
を
こ
の
言
葉
に
込
め
ま
し

た
。
公
約
に
掲
げ
た
「
子
育
て
支
援
の
強
化
」
と
「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
る
」
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こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
今
年
度
中
に
実
現
し
、
さ
ら
に
、
財
源
が
許
せ
ば
、
任
期
中
に
高
校
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
学

童
保
育
の
環
境
整
備
は
、
喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ
の
支
援
を
強
化
し
、
災
害
、
交
通
、
買

い
物
弱
者
と
し
て
の
高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
様
々
な
施
策
を
講

じ
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
財
源
は
減
り
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
一
方
で
、
こ
れ

ま
で
に
建
設
し
た
建
物
、
道
路
、
橋
な
ど
の
老
朽
化
が
進
み
、
建
て
替
え
、
改
修

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は
、
膨
大
な
事
業
費
が
見
込
ま
れ
る

う
え
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
社
会
保
障
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
も
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
を

推
進
し
、
行
政
を
ス
リ
ム
化
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
行
財
政
改
革
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
低
下
さ
せ
ま
す
か
ら
、
市
民
の
皆
様
に
は
痛
み
を
分
か

ち
合
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
自

分
た
ち
の
身
を
切
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
ず
、
特
別
職
の

給
料
を
30
％
カ
ッ
ト
し
、
市
民
目
線
で
無
理
・
無
駄
の
な
い
市
政
運
営
を
目
指
し

て
皆
様
の
ご
理
解
を
得
る
中
で
、
慎
重
に
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
や
孫
の
代
に
つ
け
を
回
す
こ
と
な
く
、
健
全
財
政
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
選
挙
期
間
中
、
私
に
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
の
ご
支
援
や
ご
意
見
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

肝
に
銘
じ
、「
ハ
ー
ド
か
ら
ハ
ー
ト
へ 

市
民
と
の
対
話
を
重
視
す
る
市
政
」
の
実

現
の
た
め
全
力
で
、
そ
し
て
、
真
摯
に
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
市
長
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南アルプス市に訪れた人の数

　
３
月
下
旬
か
ら
新
た
に
運
行
を
始
め
た
、
新
宿
〜
南
ア
ル
プ

ス
間
を
走
る
エ
コ
パ
ー
ク
ラ
イ
ナ
ー
を
利
用
し
て
本
市
を
訪
れ

た
方
を
対
象
に
、
運
賃
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
も

の
で
、
バ
ス
に
は
南
ア
ル
プ
ス
市
の
特
産
品
や
北
岳
な
ど
の

山
々
が
描
か
れ
、
広
告
塔
と
し
て
走
っ
て
い
ま
す
。

利
用
方
法
　
高
速
バ
ス
を
予
約
し
、
申
込
書
を
新
宿
高
速
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
窓
口
ま
た
は
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
際
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※

コ
ン
ビ
ニ
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

申
込
書
は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

※

往
復
ご
利
用
の
際
は
、
申
込
書
２
枚
（
往
路
分
と
復
路
分
）を

　

用
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
乗
車
券
購
入
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

首
都
圏
に
在
住
の
学
生
・
単
身
赴
任
の
方
の
帰
省
や
、
本
市

　

か
ら
東
京
方
面
へ
乗
車
の
場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。

補  

助  

額　

片
道
１
，０
０
０
円
　

お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
４

　県外から南アルプス市へ訪れる方は、

年々増え続けています。

　ユネスコエコパークにも登録され、自

然と人とが共生する南アルプス市に、多

くの人が訪れ本市の魅力を満喫してくだ

さることに期待します。

　観光だけでなく様々なシーンにおいて

首都圏から直ぐに訪れることができるま

ちへの繋ぎ役として、エコパークライナー

の活躍を応援します。

中
央
高
速
バ
ス
『
エ
コ
パ
ー
ク
ラ
イ
ナ
ー
』
限
定

運
賃
補
助
　
新
宿 

⇔ 

南
ア
ル
プ
ス
市
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首
都
圏
か
ら
の
集
客
を
め
ざ
し
て※中央市や甲府市など南アルプス市外での乗降車については

　運賃補助の対象外となります。

八王子 日野 府中 深大寺・三鷹
　南アルプス市・八田
　六科
　飯野上宿
　南アルプス消防署
　南アルプスIC
　田富
　山梨大学付属病院入口
　大津町

2,150円

2,050円

1,950円

新宿
中央道

1,550円

1,450円

1,300円

1,650円

1,550円

1,500円

1,750円

1,850円 1,950円

1,850円

1,600円 1,750円

●片道通常運賃



　
南アルプス市・八田

六　科

飯野上宿

南アルプス消防署

南アルプス IC

田　富

山梨大学付属病院入口

大津町

中央道　八王子

中央道　日野

中央道　府中

中央道　深大寺

中央道　三鷹

新宿高速バスターミナル

7:00 　 ※16:00

7:05　　  16:05

7:08　　  16:08

7:13　　  16:13

7:17　　  16:17

7:23　　  16:23

7:26　　  16:26

7:32　　  16:32

8:46　　  17:46

8:55　　  17:55

9:02　　  18:02

9:06　　  18:06

9:08　　  18:08

9:28　　  18:28

南アルプス市・八田～大津町間は乗車専用、　

中央道八王子～新宿高速バスターミナル間は降車専用

　新宿行き

　※16:00発便は６月末まで土日のみ運行。
　　（７月から毎日運行）

　
新宿高速バスターミナル

中央道　三鷹

中央道　深大寺

中央道　日野

中央道　府中

中央道　八王子

大津町

山梨大学付属病院入口

田　富

南アルプス IC

南アルプス消防署

飯野上宿

六　科

南アルプス市・八田

新宿高速バスターミナル～中央道八王子間は乗車専用、　

大津町～南アルプス市・八田間は降車専用

　南アルプス市行き

　※8:00発便は６月末まで土日のみ運行。
　　（７月から毎日運行）

※8:00　　 17:10

8:20　　 17:30

8:22　　 17:32

8:26　　 17:36

8:33　　 17:43

8:42　　 17:52

9:56　　 19:06

10:02　　 19:12

10:05　　 19:15

10:11　　 19:21

10:15　　 19:25

10:20　　 19:30

10:23　　 19:33

10:28　　 19:38

南アルプス IC

中
部
横
断
自
動
車
道

●

●

南アルプス
IC 入口南アルプス

IC 西

●30台程度Ｐ

南アルプス消防署

●
●

●
５台
程度

Ｐ

中
部
横
断
自
動
車
道

桃園
南アルプス
消防署東

南アルプス
消防署

● ●

六科

至芦安

至韮崎

とな吉
至竜王

白根御勅使中

至旧櫛形

●

六　科

●

●

● ●

至六科

斉藤医院

Aコープ

至旧櫛形
白根桃源
美術館

飯野上宿

南アルプス市・八田

富士電線 ファミリーマート
●●

県道 20号甲斐芦安線

信
玄
橋
西
詰

至
竜
王

野
牛
島

ロ
ー
ソ
ン

至
芦
安

●５台程度Ｐ

●

●

エコパークライナー

市内停留所

7

エコパークライナーは回数券利用の場合も含め全席予約制です。乗車券は１ヵ月前から販売。
予約なしの場合も空席があれば乗車できます。  運行時刻、 サービス等は予告なしに変更となる
場合があります。詳しくは、山梨交通、高速バスホームページなどでご確認の上ご利用ください。

M
inam

i-Alps Ecopark Liner
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｢
カ
ラ
カ
ラ
で  

蛇
口
に
飛
び
込
む  

僕
の
口｣

（
第
57
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
き
れ
い
な
お
水
が
出
て
き
ま
す
。

の
ど
が
渇
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
も
、
そ
う
で
な
か
っ
た
ら…

。

食
事
の
し
た
く
は
？  

洗
濯
は
？  

お
風
呂
は
？

き
れ
い
な
お
水
が
す
ぐ
に
出
て
く
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
も
う
一
度
水
道
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

企
業
局
で
は
、
水
道
週
間
を
通
し
て
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
水
道
に
つ
い
て
、さ
ら
に
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

６
月
１
日（
月
）

時　

間　

午
前
10
時
ご
ろ      

場　

所　

Ａ
コ
ー
プ
白
根
店
／
Ａ
コ
ー
プ
甲
西

　

店
／
ザ
・
ビ
ッ
ク
櫛
形
店  

内　

容　

一
日
企
業
局
長
（
市
内
小
学
校
の
Ｐ

　

Ｔ
Ａ
の
方
３
名
）
に
よ
る
チ
ラ
シ
と
記
念
品

　

の
配
布

お
問
合
せ
／
企
業
局　

総
務
課

　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
２
０
１
６ 

南アルプス市の水道水は、河川、地下水および湧水等から取水し、その水質に沿った浄水処理を
市内に点在する 32箇所の浄水場で行い、各家庭へお届けしています。

●河川の水から水道水へ（駒場浄水場の浄水処理の紹介）●

①取水口（御勅使川から取水） ②沈砂池（一旦大きな池で砂やゴミを
沈めます）

④フロック形成池（水の中のゴミや濁り
を小さな固まりにします）

③浄水場へ（駒場浄水場）

⑤沈殿池（フロックを沈めます） ⑥ろ過池（砂や砂利の層を通り、きれい
な水になります）

水道水ができるまで

水道週間 6月1日～7日　

　

実
験
な
ど
を
と
お
し
て
水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の

仕
組
み
を
知
り
、水
道
へ
の
関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

６
月
７
日（
日
）

時　

間　

午
前
の
部　

10
時
か
ら    

　
　
　
　

午
後
の
部　

13
時
か
ら 

場　

所　

駒
場
浄
水
場

　
　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
２
５
２
５

申　

込　

電
話
に
よ
り
受
付
け
ま
す
（
夜
間
可
） 

定　

員　

各
20
組
程
度

　
　

  　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
） 

 
 

お
問
合
せ
／
駒
場
浄
水
場　

浄
水
管
理
課

　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
５
）
２
７
７
８ 

水道週間協賛懸賞募集特選　　
帖地陽音さん

一
日
企
業
局
長
に
よ
る
街
頭
Ｐ
Ｒ

親
子
「
駒
場
浄
水
場
」
見
学
会
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安
全
な
段
階
で
、

安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
に
よ
り
、

大
雨
や
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
、

そ
の
被
害
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
土
砂
災
害
の
防
止
と
被
害
の
軽
減
を
目
的
に
、

昭
和
58
年
よ
り
６
月
を
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

・小石がパラパラ落ちてくる。
・崖から水が湧き出ている。
・崖に割れ目が見える。

・川の流れが濁り、流木が混じりはじめる。
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる。
・山鳴りがする。

・井戸や沢の水が濁る。
・地割れができる。
・斜面から水が噴出す。

６月 土砂災害防止月間

日　
　

時　

６
月
７
日
（
日
）
８
時
〜
10
時　

訓
練
対
象
地
区　

柿
平
地
区
（
慈
恵
寮
を
含
む
）

避
難
場
所　

慈
恵
寮 

↓ 

指
定
避
難
所（
小
笠
原
小
学
校
）

訓
練
内
容　

実
働
避
難
訓
練

　
　
　
　
　
（
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
）

お
問
合
せ
／
防
災
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
４

（がけ崩れ） （土石流） （地すべり）

土
砂
災
害
防
災
訓
練

注  意  !!

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。

　

傾
斜
が
急
な
山
の
近
く
は
、
台
風
や
大
雨
、
地
震
等
が
引
き
金
と
な
っ
て
、

が
け
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
環
境
に

あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害
は
一
瞬
に
し
て
、
尊
い
生
命
や
家
屋
な
ど
の
貴
重
な
財

産
を
奪
う
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
土
砂
災
害
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に
備
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
危
険
か
ら
い
か
に
逃
れ
る
か
が
最
善
の
災
害
対
策
で
す
。

降雨の中、前兆現象がないか探しに行くようなことは非常に危険ですので、絶対にしないでください。
県や気象庁の土砂災害警戒情報に注意して、危険度が高まったら、早期に避難してください。

土砂災害の前兆現象
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消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

所
得
の
低
い
方
々
に
対
す
る
暫
定
的
・
臨
時
的
措
置
と
し

て
、
一
定
の
条
件
（
基
準
日
：
平
成
27
年
１
月
１
日
に
本

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
で
課
税
さ

れ
て
い
る
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
等
）
を
満
た
す
者

に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
６
千
円

　

条
件
の
判
定
に
は
住
民
税
申
告
の
デ
ー
タ
が
必
要
と
な

る
た
め
、
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
８
月
下
旬
以
降
申

請
書
を
発
送
し
ま
す
。

申
請
期
間　

９
月
１
日（
火
）
〜

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

避
難
し
て
い
る
方
の
申
出
の
手
続

　

事
情
に
よ
り
基
準
日
以
前
に
住
民
登
録
を
移
す
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
方
や
、
基
準
日
以
降
に
発
生
し
た
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
を
理
由
と
し
た
事
例
に
お
い
て
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
申
出
の
手
続
き
に
よ
り
給
付

臨
時
福
祉
給
付
金

「
簡
素
な
給
付
措
置
」に
つ
い
て
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小
中
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
の
小
中
学
部
に
在

籍
す
る
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
方
に
対
し
、
学
校
給

食
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
学
校
を
通
じ
「
学

校
給
食
費
助
成
金
支
給
請
求
書
」
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

対
象
と
な
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

３
人
目
以
降
の
小
学
生
一
人
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
間
１
２
，１
０
０
円

３
人
目
以
降
の
中
学
生
一
人
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
間
１
３
，２
０
０
円

●
お
問
合
せ
／
教
育
総
務
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　)

７
７
７
７　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
給
食
費
助
成
金
制
度
に

つ
い
て

●
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

児
童
手
当
に
つ
い
て

●
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課　

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）
　
７
２
９
３　
　
　

　

６
月
10
日
は
児
童
手
当
の
支
払
い
日
で
す
。
支
払
通
知

書
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
記
帳
等
を
し
て
金
額
の
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

振
込
み
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
に
つ
い
て

　

６
月
中
旬
に
受
給
者
（
５
月
に
申
請
を
し
た
方
は
除
く
）

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月
30
日（
火
）
ま
で
に
、
子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
な
い
場
合
は
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
に
つ
い
て

　

昨
年
の
消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
子
育

て
世
帯
に
対
し
て
臨
時
特
例
的
な
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

対
象
者

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
お
よ
び
要
件

を
満
た
す
者
（
特
例
給
付
受
給
者
は
除
く
）

支
給
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

申
請
方
法　

対
象
者
に
は
、
６
月
下
旬
に
申
請
書
を
発
送

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
公
務
員
の
方
は
、
職

●
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
７
２
９
３　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
か
ら
申
請
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

７
月
１
日（
水
）
〜

支
給
月　

10
月
（
９
月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、
11

月
以
降
に
な
り
ま
す
。）

措
置
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
申
出
書

等
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
出
書
は
市
役
所
の
ほ
か
、
婦
人
相
談
所
、
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

申
出
期
間　

６
月
８
日
〜
26
日

臨
時
福
祉
給
付
金
「
簡
素
な
給
付
措
置
」
を

装
っ
た
詐
欺
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

臨
時
福
祉
給
付
金
「
簡
素
な
給
付
措
置
」
を
装
っ
た
「
振

り
込
め
詐
欺
」や「
個
人
情
報
の
詐
取
」の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
の
で
、被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

併
せ
て
、
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
声
か
け
、
見
守
り
に
つ

い
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。。
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同
一
世
帯
内
に
18
歳
以
下
の
子
が
３
人
以
上
い
る
世
帯

ま
た
は
同
等
の
状
況
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
た
世
帯
を
対

象
と
し
て
、
生
活
支
援
と
地
域
振
興
を
目
的
に
多
子
世
帯

向
け
南
ア
ル
プ
ス
プ
レ
ミ
ア
ム
振
興
券
を
販
売
し
ま
す
。

内　

容　

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
が
発
行
す
る
多
子
世
帯

向
け
南
ア
ル
プ
ス
プ
レ
ミ
ア
ム
振
興
券
１
２
，０
０
０
円

を
、
７
，０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。
こ
の
振
興
券
は
南

ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
に
加
盟
店
登
録
し
た
商
店
で
利
用
で

き
ま
す
。

多
子
世
帯
向
け
南
ア
ル
プ
ス

プ
レ
ミ
ア
ム
振
興
券
の
販
売

に
つ
い
て

100歳祝

お

めでとう！

依田  志まえ さん（小笠原）

●
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課　

児
童
担
当

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）
　
７
２
９
３　
　
　

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月

１
日
時
点
で
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
は
、
次
の
順
番
で
最
初
に
該
当
す
る
ご
遺

族
お
一
人
に
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
７
２
２
３　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
（
４
月
１
日
現
在
）
で
、
過
去

１
年
間
、
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
を
在
宅
で
常
時
介

護
し
た
同
居
の
介
護
者
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

　

短
期
入
所
の
利
用
が
７
日
以
内
で
、
通
所
介
護
・
通
所

リ
ハ
利
用
日
数
１
８
０
日
以
内
、
医
療
機
関
へ
の
入
院
日

数
が
30
日
以
内
の
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
市
の
基
準
に

該
当
す
る
認
知
症
高
齢
者

支
給
額　
　

５
万
円

※

申
請
書
は
介
護
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

締　

切　

６
月
19
日（
金
）

●
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）７
３
４
７

介
護
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

対
象
者　

販
売
日
時
点
で
、
18
歳
以
下
の
子
が
３
人
以
上

い
る
世
帯
ま
た
は
同
等
の
状
況
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
た

世
帯

販
売
日　

７
月
４
日（
土
）、
５
日（
日
）

時　

間　

９
時
〜
17
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

　
　
　
　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

購
入
方
法　

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
６
月
下
旬
に
多
子

世
帯
証
明
書
を
発
送
し
ま
す
。
販
売
日
に
多
子
世
帯
証
明

書
を
持
参
の
う
え
、
現
金
に
て
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
一

世
帯
３
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。
多
子
世
帯
証
明
書

が
無
い
場
合
は
販
売
い
た
し
か
ね
ま
す
。
無
く
な
り
次
第

終
了
。

※

多
子
世
帯
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

多
子
世
帯
向
け
南
ア
ル
プ
ス
プ
レ
ミ
ア
ム
振
興
券
を
購

入
さ
れ
た
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。販
売
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
上
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

申　

請　

福
祉
総
合
相
談
課
お
よ
び
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
。

請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
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4月29日

第12回甲州凧上げまつり

4月25日

緑のカーテン講習会

　櫛形生涯学習センターで、「緑のカーテン」講習会が開催さ
れました。
　緑のカーテンとは、琉球アサガオやゴーヤなどのつる性植物
をネットや外壁にはわせて作る自然のカーテンのことです。
　ＮＰＯ法人協働で素敵にまちづくり南アルプス共和国の櫻田
理事長からネットの設置方法や支柱の立て方などの説明があり
ました。

　釜無川三郡橋上流の河川敷で第12回甲州凧上
げまつりが開催されました。
　コンテストにエントリーした81の凧は、大き
さや形ごとに４部門に分かれ、絵柄や凧上げを
競いました。
　また、甲西地区の保育所などの子どもたち103
人で制作した連凧が一斉に舞い上がると、会場
からは大きな歓声が沸き起こりました。

5月3､4､5日

ＧＷこどもワクワク企画
美術館で遊ぼう！

　ゴールデンウィークに合わせ、春仙美術館では「美術館で遊
ぼう！」が開催されました。
　工作が体験できるコーナーや芸術作品に触れながら楽しめる
コーナーなど、６つのコーナーが設けられ、家族連れや小学生
など400人以上が楽しんでいました。
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　滝沢川公園でアヤメフェアが開催され、川沿いに咲き
誇る10万本のアヤメを見ようと、多くの家族連れが訪れ
ました。
　会場では市民団体による出店や、各種催し物も披露さ
れ両日にわたり大勢の人たちで賑わいました。
　また、６日には小笠原長清公顕彰会主催の流鏑馬が行
なわれ、砂煙を上げながら疾走する馬上から、見事に的
が射抜かれると、会場からは大歓声が上がっていました。

5月5､6日

  アヤメフェア・小笠原流流鏑馬

5月10日

第5回芦安新緑やまぶき祭

　芦安地区の住民有志で組織された実行委員会が中心と
なり、芦安新緑やまぶき祭が開催されました。
　会場となった芦安小学校校庭では、地元夜叉神太鼓、
フォークダンス部の披露や、芦安そばの会「甲斐ヶ峰庵」
など各種団体の出店もあり、多くの親子連れや家族で賑
わっていました。
　また、バスで芦安地域の史跡を見学するガイド付きの
「やまぶきツアー」には大勢の方が参加し、地域で作り上
げた、地元を元気にするお祭りとなりました。

観光シーズンを前に
伊奈ヶ湖を清掃
5月9日
　南アルプスライオンズクラブと市は、伊奈ヶ湖周辺の
清掃活動を行ないました。
　観光シーズンに向け、訪れる方々を気持ちよく迎えよ
うと、約 90人が湖畔の枯葉やゴミ拾い、草刈りなどを
しました。



　

高
齢
に
な
る
と
、財
布
や
カ
バ
ン
の
置
き
忘
れ

な
ど
は
多
少
あ
る
も
の
で
す
。

　

同
じ「
物
忘
れ
」で
も
、加
齢
に
よ
る
も
の
と

認
知
症
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
に

は
、ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
」は
、日
常
生
活
を
送

る
上
で
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
認
知

症
」は
、脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、物
忘

れ
症
状
が
ひ
ど
く
な
っ
て
自
立
し
た
生
活
が
難

し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
主
な
原
因
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

や
、脳
血
管
障
害
で
す
。

　

認
知
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、運
動
を
し
た
り

食
事
に
気
を
つ
け
た
り
、頭
を
使
う
生
活
を
す

る
な
ど
の
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
維
持
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、こ
の
こ
と
で
発
症
の
リ
ス
ク

が
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
っ
て
何
？

　

予
防
す
る
に
は
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
し

た
ら
い
い
？

　

何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
？

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
す
る
た
め

に
、次
に
よ
り
認
知
症
予
防
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

認
知
症
予
防
講
演
会

「
今
日
か
ら
始
め
る
！
認
知
症
予
防
」

開
催
日　

６
月
27
日（
土
）

時
　
間　

午
後
２
時
〜
４
時　

　
　
　
　
（
開
場  

午
後
１
時
30
分
）

場
　
所　

桃
源
文
化
会
館　

桃
源
ホ
ー
ル

講
　
師　

釘
宮(

く
ぎ
み
や) 

由
紀
子 

氏

　
　
　
　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
認
知
症
予
防
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 
副
理
事
長
）

申
　
込　

電
話

締
め
切
り　

６
月
22
日（
月
）　

＊
参
加
無
料

※

講
演
会
終
了
後
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら

取
り
組
め
る
認
知
症
予
防
教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
２
）７
３
３
９　
　

　
　
　
　
　
　

「
物
忘
れ
？
」そ
れ
と
も「
認
知
症
？
」
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熱
中
症
は
５
月
頃
か
ら
起
こ
り
始
め
、
７
〜
８
月
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
。
本
格
的
に
暑
く
な
る
前
か
ら
身
体
を
慣

ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
暑
さ
に
強
い
体
づ
く
り
の
た
め
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
１
日
30
分
程
度
の
運
動
を
無
理
の
な
い

範
囲
で
行
い
、
汗
を
か
き
や
す
い
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
、
睡
眠
、

休
養
を
と
り
、
規
則
正
し
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
対
策

○
水
分
、
塩
分
補
給

○
涼
し
い
服
装
（
首
も
と
を
開
け
る
、
服
の
す
そ
を
出
す

　

な
ど
空
気
を
流
れ
や
す
く
す
る
）

○
日
傘
の
使
用
、
帽
子
の
着
用

○
適
度
に
冷
房
を
使
う

○
緑
の
カ
ー
テ
ン
や
、
す
だ
れ
な
ど
で
部
屋
へ
入
る
日
光

　

を
さ
え
ぎ
る

　

 熱中症に気をつけましょう！

76

1,539

4,152 4,419

876

５月　６月　７月　8 月　9 月

5,000
4,500
4,000
3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000
500
0

（件）

熱中症の発生状況

国立環境研究所「熱中症患者情報速報　
平成 23年度報告書」より

●
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話（
２
８
４
）６
０
０
０  　
　
　
　

 



名取春仙の代表作である「再挙」など
の肉筆作品の他、役者絵版画、挿絵原
画など約60 点を展示しています。

名取春仙名作展

『けんかともだち』 　
作／丘  修三
出版社／鈴木出版　

       

 

新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　日本の「産業技術」は、

いかにして世界有数にな

りえたか? 「蚊取線香」

から「ウォークマン」「写

ルンです」まで、国立科

学博物館登録の「未来

技術遺産」でたどる、日

本で生まれた技術革新

の歴史。

　かんたとつよしは、積み

木で高いビルを作って遊

んでいました。ところが、う

まく積めそうにないと思っ

たかんたは、積み木のビ

ルを壊してしまいました。

怒ったつよしの頭をかんた

が叩いて、ふたりは絶交

することに…。

10:30～

14:00～

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010

白根桃源図書館  TEL.284-6010

わかくさ図書館  TEL.283-1501

甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00

　休館日／1・8･１5・22・29・30日（その他蔵書点検による休館日あり）

芦安分館

TEL.282-7285

火・金のみ開館　13:00～17:00

櫛形図書館

TEL.280-3300

平日 9:30～19:00

土・日･祝日 9:30～17:00

休館日／1・8･１5・22・30日

　（その他蔵書点検による休館日あり）

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～７月26日（日）
春仙美術館

開館時間／9:30～17:00

             （入館は16:30まで） 

休館日／月曜日、祝日の翌日

入館料／一般300円　

  大高生250円　中小生150円

　（20名以上団体料金2割引）

お問合せ／

　TEL.282-6600  

　FAX.282-6601

　月のイベントスケジュール
２日（火）櫛

６日（土）

６･13･20日（土）櫛

27日（土）13:30～

19日（金）

９日（火）八

23日（火）

11日（木）

25日（木）甲

17日（水）

24日（水）

●朗読会「いきやりどころ」　

◇蔵書点検による臨時休館のご案内
　白根桃源図書館　　６月  ９日（火）～１２日（金）
　甲西図書館　　　　６月１６日（火）～１９日（金）
　櫛形図書館　　　　６月２３日（火）～２９日（月）　　　　　
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

『日本のものづくり遺産  未来技術遺産のすべて』 
監修／国立科学博物館産業技術史資料情報センター
出版社／山川出版社

15

名取春仙「再挙」

甲

木版画実技講座  受講生作品展
～７月20日（月・祝）／入館無料

●工作教室  「七夕かざりをつくろう」
   ＊要申込/6月２０日締め切り  定員/２０名 対象/小学生

わ

八 わ

櫛

7月４日（土）10:00～

八 27日（土）10:30～

10:00～

同時開催

13日（土）白 20日（土） 27日（土）白

わ

白

わ 八

櫛

●国際交流協会合同 外国語のおはなし会

●シニア講座
   「あさりで！ かわいい根付け」 　  12日（金） 
   ＊要申込/6月２日締め切り  定員/２０名 
 

甲
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市
内
に
数
あ
る
桜
の
名
所
の
ひ
と
つ
に
、
若
草

地
区
鏡
中
条
の
「
憩
の
桜
通
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
は
削
平
さ
れ
て
道
路
と
な
っ
て
い
る
た
め
知

ら
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
か
つ
て
こ
の

道
は
、
地
域
を
水
害
か
ら
守
る
重
要
な
堤
防
だ
っ

た
の
で
す
。

　
堤
防
の
名
前
は
「
も
よ
う
げ
ん
堤
」
。
造
ら
れ

て
い
る
場
所
の
小
字
名
を
と
っ
て
「
八
幡
下
堤
」

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
「
も
よ
う
げ
ん
堤
」
は
、

日
本
史
上
最
強
と
も
い
わ
れ
た
文
政
十
一
年（
一

八
二
八
）の
台
風
に
よ
っ
て
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
翌
十
二
年
に
地
域
の
治
水

の
要
で
あ
っ
た
「
将
監
堤
」
を
守
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
新
た
に
造
ら
れ
た
堤
防
で
す
。
周
辺
の
治

水
シ
ス
テ
ム
を
一
新
し
て
模
様
替
え
し
た
際
に
造

ら
れ
た
堤
防
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
模
様
替
堤
」
と

記
さ
れ
、
地
域
で
は
そ
れ
が
な
ま
っ
て
「
も
よ
う

げ
ん
堤
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
も
よ
う
げ
ん
堤
」
は
、
度
重
な
る
水
害
を
経

験
し
て
き
た
人
々
が
、
そ
の
経
験
を
元
に
新
た
な

発
想
で
構
築
し
た
堤
防
で
す
。
地
域
に
残
る
資
料

か
ら
は
そ
の
後
、
こ
の
堤
防
が
想
定
ど
お
り
に
機

能
し
て
、
水
害
の
危
機
か
ら
度
々
地
域
の
人
々
を

守
っ
て
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
山
梨
県
全
域
に
大
き
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
明
治
四
十
年
（
一

九
〇
七
）の
水
害
の
際
は
、
さ
す
が
に
こ
の
「
治

水
シ
ス
テ
ム
」
で
も
耐
え
ら
れ
ず
「
将
監
堤
」
の

決
壊
を
招
い
た
後
、
堤
防
を
な
る
べ
く
途
切
れ
さ

せ
ず
、
連
続
さ
せ
る
新
た
な
計
画
に
沿
っ
て
「
も

よ
う
げ
ん
堤
」
も
そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。
し

か
し
今
も
残
る
そ
の
痕
跡
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の

人
々
と
水
と
の
闘
い
の
歴
史
を
私
た
ち
に
教
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
写
真
／
文
　
文
化
財
課

い
こ
い

は
ち
ま
ん
し
た

し
ょ
う
げ
ん

も
よ
う
　が

96



　　１．模様替え前のようす
江戸時代、市域南部は将監堤を中心に一ノ出堤、二ノ出堤、
内将監堤などが一体のシステムとなって守られてきた。

嘉永５年(1852 左)／安政２年(1855 右)の絵図
いずれも上流で決壊し、堤防の裏側を流れてきた洪水流を「もようげん堤」が跳ね返している。

２．文政11年( 1828)年の水害
将監堤への直接の水流以外に、上流で決壊した洪水流が堤防
の裏側を迂回してきて被害を大きくしていることが分った。

　　３．治水システム模様替え
文政11年の被害を踏まえ、決壊した一ノ出堤の修復をしないで、
その代わりに将監堤の根元に「もようげん堤」をつくった。

４．現在のようす
「もようげん堤」は役割を終えたが、将監堤は現在もしっか
りと地域を守っている。

県
道
南
ア
ル
プ
ス
甲
斐
線

藤 田

鏡中条

下今井

下今諏訪

中央市

至浅原橋

浅原の避水台

至開国橋

若草ランプ

釜無川大橋

新山梨環状道路

至南アルプスI C

県
道
南
ア
ル
プ
ス
甲
斐
線

藤 田

鏡中条

下今井

下今諏訪

中央市

至浅原橋

浅原の避水台

至開国橋

若草ランプ

釜無川大橋

鏡中条橋鏡中条橋

遊・ 湯ふれあい公園遊・ 湯ふれあい公園

新山梨環状道路

至南アルプスI C

もようげん堤
（憩の桜通り）

図示した範囲

二
ノ
出
堤

一
ノ
出
堤

内
将
監
堤

将 

監 

堤

将監(しょうげん)堤
かつては「将監堤一万石、水下
十三ヶ村の御囲堤」と称された。
決壊すると、若草、甲西地区だ
けではなく、遠く鰍沢まで13か
村にもわたって被害が及ぶこと
から、釜無川治水の要とされた。

流された一ノ出堤の南半分の
修復をあえて行わず、その代わ
りに将監堤の根元を守る「もよ
うげん堤」をつくった。

上流で決壊して流れてきた
洪水流も、スムーズに川に
戻すことができる。

上流から迂回した洪水流が、
将監堤を襲う！

17  

歌
短

ど
ん
よ
り
と
せ
る
空
の
下
満
開
の
徳
島
堰
の
桜
眺
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
野  

初
江
（
飯
野
新
田
）

お
ん
な
し
が
病
と
泣
い
た
好
々
爺
願
い
届
い
て
笑
み
の
花
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山  

義
行
（
飯
野
新
田
）

老
い
桜
見
得
き
り
見
せ
る
大
団
円
真
珠
の
よ
う
な
淡
花
こ
ぼ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山    

景 

（
飯
野
新
田
）

突
然
に
こ
わ
れ
て
し
ま
い
ぬ
パ
ソ
コ
ン
が
心
閉
ざ
せ
し
人
の
ご
と
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木  

洋
子
（
飯
野
新
田
）

大
震
災
四
年
経
つ
の
に
復
興
の
ま
ま
な
ら
ぬ
と
う
花
は
い
つ
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
丸  

と
く
子
（
上
今
諏
訪
）

へ
い
ご
し
の
赤
き
椿
の
見
事
な
り
去
り
に
し
あ
る
じ
元
気
か
と
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤  

睦
子
（
上
今
諏
訪
）

伏
せ
お
き
し
葉
ね
ぎ
は
春
の
陽
を
受
け
て
す
ん
す
ん
伸
び
る
ね
ぎ
坊
主
た
ち
　
　
　
　
　
　
野
田  

光
子
（
上
今
諏
訪
）

無
意
識
と
意
識
の
あ
は
ひ
を
胃
カ
メ
ラ
は
吾
の
胃
の
附
に
ぎ
く
し
ゃ
く
届
く
　
　
　
　
　
　
芦
沢  

道
子
（
西
野
）

せ
ぎ

こ
う
こ
う
や

み
　
え

あ
わ
ば
な

ふ



総人口： 72,695人（-20）
----------------------------
男　性： 35,866人（+1）
女　性： 36,829人（-21）
世　帯： 26,877世帯（+56）
外国籍人口： 881人（-9）

南アルプス広
報 No.147   平成27年6月1日発行

平成27年5月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所   〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376

TEL .055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）

ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL .282-5600　

芦安 TEL .282-5577

甲西 TEL .282-3120

白根 TEL .283-3000

若草 TEL .282-3100

父・祐矢　母・麻耶
（有野）

堀田 新八くん（１歳）
にいや

もりもり食べて、
どんどん大きくなってね☆

開催日　６月27日（土）
時　間　８:30～15:30
場　所　広河原および北沢峠
内　容　つる払いセレモニー、献花、夜叉神太鼓演奏、
　　　　森の音楽祭、周辺散策等　
集合場所　南アルプス市役所
参加費　1,000円
募集人数　25名（先着順）
申込方法　はがきに住所、参加者全員の氏名と年齢、
　　　　　連絡先を明記し送付。
　　　　　〒400-0395　南アルプス市小笠原376
　　　　　南アルプス市観光商工課まで
　　　　　FAX、Eメール（kanko@city.minami-alps.lg.jp）も可
　　　　　6月15日（月）必着

お問合せ／観光商工課　TEL.282-6294

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕  ●白根・芦安／チャンネル101 ６:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

18

父・秀仁　母・由湖
（荊沢）

千野 心音ちゃん（7歳）

　　 日愛ちゃん（3歳）

ここね

二人とも笑顔いっぱい。
パパとママの励みです。
大きくなったね。

南
ア
ル
プ
ス
開
山
祭
・

長
衛
祭
見
学
ツ
ア
ー

※申し込みをされない方も自由に見学はできますが、広河原に通じる南アルプス林道は、マイカー規制のため
　一般車の通行はできません。芦安地区の無料駐車場を利用し、路線バスまたはタクシーでお越しください。

ひより

ＩＫＵＭＥＮ いくめん

横内 健吾さん、友哉くん（６歳）、勇哉くん（３歳）
 （宮沢）

週末、天気の良い日はよく公園へ出かけます。
子どもたちとふれあう時間を大切にして、
子どもたちが喜ぶことをしてあげたいと考えています。
これからも子どもたちの笑顔のために頑張ります。

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。   
詳しくは、みんなでまちづくり推進課まで。

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

今月の表紙：南アルプス中野せせらぎ棚田倶楽部では、美しい棚田の風景を残すため休耕田を開墾し、
　　　　　　非農家さんに米作りをしていただく活動を行っています。（写真提供  小松喜久治さん）



久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
櫛
形
山
。

す
で
に
森
の
な
か
は
新
緑
か
ら
深
緑
へ
と
移
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

櫛
形
山
に
は
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
よ
う
な
大
き
な
動
物
か
ら
ア
ナ
グ
マ
や
ホ
ン
ド
テ
ン
も
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
愛
く
る
し
い
表
情
で
迎
え
て
く
れ
る
の
が
カ
モ
シ
カ
で
す
。

お
っ
と
り
し
て
、好
奇
心
が
お
う
盛
で
、そ
し
て
体
も
ふ
っ
く
ら
し
て
い
て
何
と
も
可
愛
ら
し
く
思
え
ま
す
。

今
日
も
カ
モ
シ
カ
に
出
会
え
る
こ
と
を
願
い
山
道
を
歩
い
て
い
た
ら…

い
ま
し
た
。

新
緑
の
な
か
で
ず
っ
と
こ
ち
ら
の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。
先
に
気
づ
か
れ
て
い
た
の
で
す
。

カ
モ
シ
カ
は
自
分
の
生
活
の
場
に
足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
気
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
ガ
レ
場
を
い
そ
い
そ
と
登
り
森
の
中
へ
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
２
頭
の
カ
モ
シ
カ
に
出
会
い
と
て
も
愉
快
な
散
策
に
な
り
ま
し
た
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

新
緑
に
包
ま
れ
て

19

森

今
月
の
テ
ー
マ





平成27年

  

お
知
ら
せ   

6月号

─１─

お 

知 

ら 

せ

　

第
２
次
南
ア
ル
プ
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

プ
ラ
ン
（
男
女
共
同
参
画
基
本
計

　

画
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
は
今
や
日
本
を
取

り
巻
く
大
き
な
問
題
で
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
は
平
成
16
年
度
に
南
ア
ル
プ

ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
（
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
）
を
策
定
し
、
そ
の
後
、
男
女
共
同
参
画

都
市
を
宣
言
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
を
制
定
し
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
け

る
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
次
南
ア
ル
プ
ス
ハ

ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
は
、
「
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま

え
、
男
女
共
同
参
画
審
議
会
、
南
ア
ル
プ
ス
ハ

ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
会
議
、
南
ア
ル
プ
ス
市

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
協
力
に
よ
り
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
次
南
ア
ル
プ
ス

市
総
合
計
画
の
一
翼
を
担
う
計
画
で
す
。「
市
民

の
取
り
組
み
」
、「
行
政
の
取
り
組
み
」
に
分
け
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
今
日
か
ら
始
め
ら
れ
る
も
の

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

家
庭
、
地
域
社
会
、
そ
し
て
職
場
の
中
か
ら

男
女
が
共
に
「
個
」
と
し
て
輝
く
ま
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　

電
話
（
2
8
2
）
6
4
9
3

　

６
月
１
日
は

　

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
や
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
な
ど
人
権
に
関
す
る

相
談
を
受
付
け
ま
す
。

開
催
日　

６
月
２
日（
火
）

時　

間　

10
時
〜
15
時　

場　

所　

八
田
ふ
れ
あ
い
情
報
館

　
　
　
　

櫛
形
社
会
福
祉
会
館

※
予
約
不
要

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

電
話
（
2
8
2
）
6
4
9
3

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
2
）
6
4
4
9

　

建
物
の
取
壊
し
、新
築
・
増
改
築
を

　

し
た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す

　

建
物
の
固
定
資
産
税
は
、
取
壊
し
や
新
築
・

増
改
築
を
行
う
と
翌
年
度
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

年
内
（
12
月
31
日
ま
で
）
に
実
施
さ
れ
た
方
は

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
左
の
ハ
ガ
キ
（
新
築
･
増

改
築
･
滅
失
家
屋
申
告
書
）
に
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
切
手
不
要
）

　

な
お
、
既
に
申
告
を
し
て
い
る
場
合
や
税
務

課
職
員
が
家
屋
調
査
に
伺
っ
て
い
る
場
合
は
不

要
で
す
。

お
問
合
せ
／
税
務
課　
　
　
　

電
話
（
2
8
2
）
6
0
9
3

表
彰
・
優
勝 

（
敬
称
略
）

平
成
27
年
春
の
叙
勲
受
賞
者

 

旭
日
双
光
章

　
　
　
　

金
丸  

直
道
（
上
今
諏
訪
）

　

  

 

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　

長
沼  

元
江
（
下
市
之
瀬
）

  

　
表  

彰   

１
９
９
９
年
か
ら
３
期
県
議
を

務
め
、
鳥
獣
害
対
策
や
中
部
横

断
自
動
車
道
の
整
備
促
進
の
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
５
７
年
に
教
員
と
し
て
赴

任
。
竜
王
西
小
、
櫛
形
西
小
の

校
長
を
歴
任
、
長
年
の
教
育
活

動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

０58
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28 １
31

南アルプス局



  

お
知
ら
せ   

　

平
成
27
年
度
や
ま
な
し
男（
ひ
と
）

　

と
女（
ひ
と
）と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

の
開
催
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
地
域
や
家
庭
で
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

開
催
日　

6
月
14
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜

場　

所　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

基
調
講
演　

「
待
っ
た
な
し
の
地
方
！ 
や
ま
な

　

し
の
未
来　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が

　

人
口
減
少
の
危
機
を
救
う
」

　

石
阪 

督
規 

氏
（
東
京
未
来
大
学 

教
授
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
石
阪 

督
規 

氏

　

泉 

弘
恵 

氏
、
西
田 

遙 

氏
、
堀
内 

伸
浩 

氏

申
込
・
問
合
せ
／
山
梨
県

　

県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

電
話 

（
2
2
3
）
1
3
5
8

　

危
険
物
安
全
週
間

期　

間　

６
月
７
日（
日
）〜
13
日（
土
）

推
進
標
語　

「
無
事
故
へ
と  

気
持
ち
集
中  

は
っ
け
よ
い
」

家
庭
内
で
危
険
物
の
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

○
危
険
物
は
、
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

　

に
置
く

○
危
険
物
は
、
高
温
に
な
る
場
所
に
置
か
な
い

　

こ
と

○
危
険
物
に
収
納
容
器
の
ふ
た
を
確
実
に
閉
め

　

る

○
屋
内
で
危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
定
期 

　

的
に
換
気
す
る

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
抜
き
差
し
は
火
を
止
め
て

　

か
ら

○
火
気
の
周
囲
で
、
危
険
物
の
取
扱
い
を
し
な

　

い
お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
１
９

　

農
作
業
の
安
全
に
つ
い
て

　

農
作
業
中
の
事
故
に
よ
り
、
毎
年
約
４
０
０

名
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
昇
降
機
な
ど
で
の
農
作
業
中

の
事
故
の
ほ
か
に
、
ほ
場
へ
の
行
き
帰
り
で
の

運
転
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
注
意
し
て
、
農

業
機
械
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
業
時
は
作
業
に
適
し
た
服
装
と
す
る
。

○
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る
。

○
取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す
る
。

○
で
き
る
限
り
一
人
で
作
業
し
な
い
。

○
ほ
場
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
え
に
注
意
す
る
。

○
点
検
・
整
備
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

○
棚
・
支
柱
・
針
金
等
は
目
印
な
ど
で
目
立
た

　

せ
る
。

○
こ
ま
め
な
休
息
、
水
分
・
塩
分
補
給
を
取
る
。

　

ち
ょ
っ
と
の
油
断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
「
農
作
業
は
、
焦
ら
ず
、
急
が
ず
、

慎
重
に
！
」
を
合
言
葉
に
、
安
全
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

電
話
（
２
８
２
）
６
２
０
７

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
２
７
９

─２─

　

６
月
の
健
康
相
談
・

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　

６
月
３
日（
水
）
10
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

17
日（
水
）
24
日（
水
）　

※
実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
、
後
日
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　

査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
2
8
4
）
6
0
0
0

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
4
）
6
0
1
9

　

求
職
者
と
求
人
企
業
の

　

合
同
就
職
面
接
会
開
催

日　

時
　
６
月
30
日（
火
）
13
時
〜
16
時

場　

所
　
桃
源
文
化
会
館  

参
加
予
定
企
業　

30
社　

※
詳
細
は
後
日
の
新
聞
折
込
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資　

格
　
市
内
の
求
職
者

※
申
込
み
不
要
、
参
加
費
無
料
、
履
歴
書
持
参

お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

　

地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
２
５
）
５
３
７
０

　

平成27年



　

粗
大
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

　

市
内
の
一
般
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
・
有

料
ご
み
の
収
集
を
行
な
い
ま
す
。

　

可
燃
部
分
と
不
燃
部
分
に
分
別
し
て
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

実
施
日　

６
月
14
日（
日
）　

　
　
　
　

芦
安
会
場
・
櫛
形
会
場

注
意
事
項

※
市
指
定
袋
（
コ
ン
テ
ナ
）
に
入
る
も
の
は
、

通
常
の
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
ご
み
の
荷
降
ろ
し
は
、
搬
入
者
各
自
で
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
収
集
時
間
等
、
詳
し
く
は
「
家
庭
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
15
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
環
境
課

電
話
（
2
8
2
）
6
0
9
7

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
2
）
6
0
9
6

　

県
立
峡
南
高
等
技
術
専
門
学
校

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

自
動
車
整
備
科
お
よ
び
電
気
シ
ス
テ
ム
科
へ

の
入
校
希
望
者
を
対
象
と
し
た
学
校
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

6
月
27
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

県
立
峡
南
高
等
技
術
専
門
校

内　

容　

自
動
車
整
備
科
・
電
気
シ
ス
テ
ム
科

　

の
内
容
説
明
等

申
込
・
お
問
合
せ
／
県
立
峡
南
高
等
技
術
専
門
校

　

電
話  

０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
７
１

募  

　  

集

「
南
ア
ル
プ
ス
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く

 　
り
推
進
会
議
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
効
果

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
み
ん
な
で

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
・
在
勤
し
、
満
18
歳

　

以
上
（
平
成
27
年
７
月
１
日
現
在
）
の
方

募
集
人
員　

若
干
名

任　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

　

ま
で

応
募
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
役
所
お
よ

　

び
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
応
募
用
紙
に
、
必
要

　

事
項
と
応
募
理
由
を
ご
記
入
の
う
え
、
み
ん

　

な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。（
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

選
考
方
法　

書
類
選
考
と
し
、
結
果
は
応
募
者

　

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
期
限　

６
月
25
日（
木
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　
　
　

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

　

電
話
（
2
8
2
）
6
4
9
3

 

「
南
ア
ル
プ
ス
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」

　

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

南
ア
ル
プ
ス
市
で
来
訪
者
・
観
光
客
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ン
タ
ル
事
業
を
通

し
て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
ま
せ
ん
か
。

─３─

 

募  

集

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ン
タ
ル
事
業
の
受
付
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ン
タ
ル
等
事
業
の
受
付

・
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
の
業
務
補
助

・
一
般
事
務
（
デ
ー
タ
入
力
、
電
話
受
付
等
）

・
そ
の
他
事
務
所
運
営
補
助
業
務

応
募
資
格

・
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方

・
土
日
働
け
る
方

応
募
方
法　

履
歴
書
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
書

　

類
選
考
後
、
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

  

（
担
当
／
二
村
）
　

電
話
（
2
6
9
）
5
6
8
1

　

E
メ
ー
ル

m
inam

i-a
lps@

o
riconsu

l.com

　

住　

所　

〒
4
0
0

－

0
2
2
1　

　
　
　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
在
家
塚
9
9
2
の
1

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http
://

　m
inam

ia
lps
-

　　　　　　　　　　　　　　　　gatew
ay
.com

/

　
第
４
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　Fam
ily
　Festa 　in 　

南
ア
ル
プ
ス
市

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

開
催
日　

７
月
11
日（
土
）

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

チ
ー
ム
編
成　

30
歳
以
上
の
男
性
・
中
学
生
以
上

の
女
性
各
１
名
、
ま
た
は
中
学
生
以
上
の
女
性

２
名
と
小
学
生
以
下
２
名
（
性
別
問
わ
ず
）

申　

込　

６
月
２
日（
火
）〜
14
日（
日
）

参
加
料　

1,
5
0
0
円

お
問
合
せ
／（
公
財
）
南
ア
ル
プ
ス
市
体
育
協
会

電　

話
（
2
8
4
）
3
3
3
3

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
育
成
を

　

支
援
す
る
団
体
等
を
募
集
し
ま
す

資　

格　

法
人
格
を
有
し
、
農
業
経
験
と
農
業

　

技
術
等
の
技
能
と
経
験
が
あ
り
、
地
域
お
こ

　

し
協
力
隊
員
（
農
業
の
担
い
手
）
に
農
業
技

　

術
等
を
指
導
・
支
援
で
き
る
団
体
（
農
業
生

　

産
法
人
等
）

期　

間　

平
成
27
〜
29
年
度

　
　
　

 

（
平
成
27
年
12
月
〜
30
年
3
月
）

事
業
内
容　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
協
力
隊

　

員
の
募
集
・
選
考
・
活
動
の
紹
介
・
農
業
指
導 

　

生
活
支
援
な
ど

事
業
内
容
説
明
会

　

6
月
19
日（
金
）
13
時
30
分
〜

　

市
役
所
本
庁
3
階
大
会
議
室

お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

電
話
（
２
８
２
）
６
２
０
７

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
２
７
９

　

市
消
費
生
活
活
動
推
進
員
の
募
集

　

消
費
生
活
に
関
す
る
知
識
の
普
及
と
地
域
に

お
け
る
消
費
者
啓
発
活
動
の
推
進
を
目
的
と
し

て
消
費
生
活
活
動
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

資　

格　

市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、 

　

消
費
生
活
に
理
解
と
関
心
を
持
ち
、
研
修
会

　

に
参
加
で
き
る
方

募
集
人
員　

若
干
名

募
集
期
間　

６
月
25
日（
木
）
ま
で

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

電
話
（
2
8
2
）
6
4
9
3

  

お
知
ら
せ   



 
無 
料 
相 

談

　

自
殺
予
防
の
た
め
の
相
談

  

「
生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
い
」
と
悩
ま
れ
て
い

る
方
、
家
族
に
死
に
た
い
と
訴
え
る
ひ
と
が
い

る
な
ど
対
応
に
困
ら
れ
て
い
る
方
、
自
殺
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ

さ
い
。

開
催
日　

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

時　

間　

９
時
〜
16
時　

※
夜
間
相
談　

火
曜
〜
土
曜　

16
時
〜
22
時

お
問
合
せ
／

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

電
話  

０
５
７
０
（
０
６
４
）
５
５
６

　

成
年
後
見
制
度
相
談
会
（
要
予
約
）

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
が
、
財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な

契
約
等
を
行
う
と
き
に
、
判
断
が
む
ず
か
し
く

不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、
権
利
と
財
産

を
守
り
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　

７
月
１
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

相
談
員　

社
会
福
祉
士

申
込
・
お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話
（
2
8
3
）
8
7
2
2

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
（
要
予
約
）

　

ご
本
人
や
ご
家
族
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
不
安
が
原
因
で
次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、

困
り
事
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
の
相
談
を
精
神

科
医
が
お
受
け
し
ま
す
。

○
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。
意
欲
が
な
い
。

○
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
に
関
し
て
。

○
飲
酒
が
原
因
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

開
催
日　

６
月
17
日（
水
）

時　

間　

15
時
〜
17
時　

場　

所　

予
約
の
際
に
相
談
し
や
す
い
場
所
を

　

確
認
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

※
ま
ず
、
簡
単
に
相
談
内
容
の
聞
き
取
り
を
し

ま
す
。

※
福
祉
総
合
相
談
課
で
は
、
随
時
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／

　

福
祉
総
合
相
談
課　

　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
０

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談
会

　

家
族
が
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
、
認
知
症

の
家
族
の
介
護
が
つ
ら
い
、
近
所
の
認
知
症
の

人
に
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
「
や
ま
び
こ
の

会
」
が
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
結
構
で
す
。

開
催
日　

６
月
20
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会　

名
取

　
　
　

電
話 

０
８
０
（
１
０
９
１
）
８
８
４
１

　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　

各
種
相
談
会

 

結
婚
相
談
（
登
録
制
）

　

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
相
談
と
結
婚
相
手
の

紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

毎
月
１
日
（
１
月
は
除
く
）

時　

間　

平
日　

9
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

　
　
　
　

休
日　

9
時
〜
15
時

　
　
　
　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　

件　

男
性
50
才
、
女
性
45
才
ま
で
の
健
康

　

な
方

持
ち
物　

印
鑑
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

 

消
費
者
生
活
相
談

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日　

毎
週
火
･
木
曜
日
（
除
祝
日
）

時　

間　

9
時
〜
12
時　

13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

 

行
政
相
談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
付
け
ま
す
。

開
催
日　

６
月
12
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

開
催
日　

６
月
19
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

 

不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

　

宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　

６
月
17
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 

無
料
法
律
相
談

　

相
続
、
土
地
・
不
動
産
、
借
金
、
離
婚
な
ど

の
法
律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

●
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先
1
人
50
分
）

要　

件　

市
内
在
住

開
催
日　

６
月
18
日（
木
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
弁
護
士
会
（
予
約
制
１
人
30
分
）

要　

件　

市
内
在
住
、
予
約
年
１
回
ま
で

開
催
日　

６
月
26
日（
金
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
（
2
8
2
）
6
4
9
3

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
2
）
6
4
4
9

　

緑
化
無
料
相
談
会

　

緑
の
相
談
所
樹
木
医
・
川
村
晃
一
先
生
に
よ

る
、
樹
木
（
庭
木
・
果
樹
）
の
管
理
方
法
や
病

害
虫
防
除
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会
で
す
。

開
催
日　

６
月
17
日（
水
）　

時　

間　

10
時
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
15
時

─４─

無
料
相
談 



イ
ベ
ン
ト 

 
場　

所　

本
庁
舎　

1
階
ロ
ビ
ー

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
先
着
順
に
相
談
を

受
け
ま
す
。
相
談
の
際
に
は
症
状
が
出
て
い
る

枝
葉
ま
た
は
写
真
を
お
持
ち
い
た
だ
け
る
と
、

よ
り
正
確
な
診
断
が
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

電
話
（
2
8
2
）
7
2
5
9

　

夏
の
「
き
こ
え
」
と

 

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

　

子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の
こ

と
で
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

開
催
日　

７
月
12
日（
日
）〜
14
日（
火
）

時　

間　

９
時
〜
17
時

場　

所　

県
立
ろ
う
学
校

対　

象　

０
歳
〜
大
学
生

内　

容　
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

　

悩
み
・
育
児
・
教
育
に
関
す
る
相
談
、
聴
力

　

測
定
、
補
聴
器
相
談

申　

込　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
事
前
予
約

締　

切　

７
月
８
日（
水
）
15
時

申
込
・
お
問
合
せ
／
県
立
ろ
う
学
校　

手
塚

電
話  

0
5
5
3
（
2
2
）
1
3
7
8

　

フ
ァ
ッ
ク
ス  

0
5
5
3
（
2
2
）
6
4
1
9

 

「
特
設
合
同
行
政
相
談
所
」
を

　

開
設
し
ま
す

　

総
務
省
で
は
、
国
の
行
政
に
対
す
る
問
題
解

決
を
図
る
行
政
相
談
制
度
の
利
用
促
進
の
た
め
、

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

6
月
18
日（
木
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
15
時
（
受
付
時
間
）

場　

所　

オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
店　

　
　
　
　

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場

内　

容　

国
民
生
活
に
か
か
わ
る
登
記
、
年
金
、

　

道
路
な
ど
の
相
談
に
、
国
や
県
の
担
当
者
、

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
も
参
加
し
ま
す
。

参
加
予
定
機
関　

　

甲
府
地
方
法
務
局
、
竜
王
年
金
事
務
所
、
山

梨
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
山
梨
県
弁
護
士
会
、

山
梨
司
法
書
士
会
な
ど
10
機
関

お
問
合
せ
／
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所　

　

行
政
相
談
課　

電
話  

0
5
7
0
（
0
9
0
）
1
1
0

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

　

市
立
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

 

児
童
館
祭
り

「
行
く
じ
ゃ
ん
！
七
夕
ま
つ
り
！
」

　
開
催
日　

７
月
５
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

２
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生

定　

員　

１
３
０
人

申　

込　

６
月
２
日（
火
）
10
時
〜

お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

電
話
（
2
8
2
）
7
3
2
4

 

親
子
工
作
（
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
）

 

体
に
や
さ
し
い
手
作
り
ス
プ
レ
ー
作
り

開
催
日　

６
月
23
日（
火
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

若
草
な
か
よ
し
児
童
館

参
加
費　

４
０
０
円
（
２
本
分
）

対　

象　

市
内
在
住
児
童
を
持
つ
大
人
・
親
子

定　

員　

10
組

申　

込　

６
月
２
日（
火
）〜
19
日（
金
）

お
問
合
せ
／
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

　
　
　
　
　

電
話
（
2
8
3
）
5
3
4
4

 

バ
ス
レ
ク
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
！
）

 

自
然
の
中
で
の
遊
び
を
体
験
・
カ
レ
ー
作
り

開
催
日　

７
月
11
日（
土
）

　
　
　
　

８
月
22
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
16
時

場　

所　

伊
奈
ヶ
湖
ウ
ッ
ド
ビ
レ
ッ
ジ

参
加
費　

２
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生

定　

員　

各
回
30
人

申　

込　

６
月
５
日（
金
）〜  

電
話
に
て
受
付

お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

電
話
（
2
8
2
）
7
3
2
4

　

さ
と
や
ま
お
ん
が
く
か
い

 

「
ハ
ー
プ
の
音
と
姿
」
井
上
麗

　

甲
府
駅
北
口
で
音
楽
会
を
企
画
す
る
「
お
ん

が
く
か
い
」
が
、
南
ア
ル
プ
ス
で
ハ
ー
プ
の
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

６
月
６
日（
土
）

時　

間　

18
時
開
演

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー　

定　

員　

50
名
（
要
予
約  
参
加
費
無
料
）　

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
５

　
第
２
回
南
ア
ル
プ
ス
☆
せ
れ
な
〜
ど

「
藤
原
晶
世
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
会
」

　

本
市
出
身
の
若
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
藤
原

晶
世
さ
ん
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

開
催
日　

６
月
19
日（
金
）

時　

間　

19
時
開
場　

19
時
30
分
開
演　

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

２,
０
０
０
円　

定　

員　

50
名
（
要
予
約
）　

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
５

  

県
民
の
森
伊
奈
ヶ
湖
で
自
然
観
察
会

　

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
森
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
日　

６
月
21
日（
日
）　

時　

間　

9
時
〜
12
時
30
分

集　

合　

県
民
の
森
伊
奈
ヶ
湖
第
2
駐
車
場

定　

員　

20
名
（
参
加
費
無
料
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

電
話
（
2
8
2
）
7
2
5
9

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
2
）
6
2
7

　

子
ど
も
映
画
会

開
催
日　

６
月
14
日（
日
）

時　

間　

11
時
〜
11
時
45
分

題　

名　

世
界
名
作
劇
場

　
　
　
　
「
赤
毛
の
ア
ン
」
前
編
（
幼
少
編
）

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）　

お
問
合
せ
／
櫛
形
図
書
館

電
話
（
２
８
０
）
３
３
０
０

　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
２
８
６

─５─

無
料
相
談 



イ
ベ
ン
ト  

　

芦
安
ア
ウ
ト
ド
ア
日
和
２
０
１
５

　

i
n
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
N
o.
2

 

南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の
玄
関
口
「
芦
安
」
の
自

然
の
中
で
１
日
楽
し
ん
で
頂
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

開
催
日　

６
月
14
日（
日
）

時　

間　

10
時
〜
15
時

場　

所　

芦
安
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
N
o.
2

（
南
ア
ル
プ
ス
温
泉
ロ
ッ
ジ
南
・
芦
安
創
生
広
場
）

内 

容　

各
種
出
店
、
野
外
ラ
イ
ブ
、
各
種
体
験

　

コ
ー
ナ
ー
、
お
手
軽
バ
ー
ベ
Ｑ
コ
ー
ナ
ー

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
芦
安
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

N
o.
2
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ
プ
し
て
い

き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
観
光
商
工
課

電
話
（
２
８
２
）
６
２
９
４

　

芦
安
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
N
o.
2

電
話 

０
８
０
（
８
８
１
９
）
０
０
０
２

　

メ
ー
ル

ash
iyasu

-no2
@
doco

m
o
.ne

.jp

　

白
根
乗
馬
福
祉
公
園

 

（
南
ア
ル
プ
ス
市
乗
馬
セ
ン
タ
ー
）

　

無
料
体
験
乗
馬
会
開
催

　

小
さ
な
お
子
様
で
も
安
心
し
て
乗
馬
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

開
催
日　

第
１
回　

６
月
20
日（
土
）

　
　
　
　

第
２
回　

７
月
18
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
12
時
（
受
付
9
時
30
分
）

場　

所　

白
根
乗
馬
福
祉
公
園

内　

容　

①
ひ
き
馬
コ
ー
ス
（
先
着
20
名
）

　
　
　
　

②
レ
ッ
ス
ン
コ
ー
ス
（
先
着
10
名
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
乗
馬
セ
ン
タ
ー

電
話
（
2
8
5
）
8
1
8
1 

　

航
空
自
衛
隊　

　

航
空
中
央
音
楽
隊
演
奏
会

開
催
日　

8
月
29
日（
土
）

　
　
　
　

開
場　

14
時　
　
　
　
　

　
　
　
　

開
演　

14
時
30
分　
　
　
　
　

場　

所　

桃
源
文
化
会
館　

桃
源
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
（
要
整
理
券
）

 

入
場
整
理
券
配
布
開
始

　

6
月
4
日（
木
）
9
時
〜

 

入
場
整
理
券
配
布
場
所

　

桃
源
文
化
会
館
・
市
役
所
本
庁
舎

　

各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
整
理
券
は
1
人
2
枚
ま
で
。

※
整
理
券
が
な
い
場
合
は
、
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

　

電
話
（
2
8
4
）
3
4
1
1

　
う
た
っ
て
お
ど
ろ
う
！ 

わ
く
わ
く

  

コ
ン
サ
ー
ト
＆
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇

 

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

開
催
日　

6
月
18
日（
木
）　

開　

場　

9
時
30
分

開　

演　

10
時

※
19
日（
金
）は
完
売
し
ま
し
た
。

場　

所　

桃
源
文
化
会
館　

入
場
料　
一
般　

1,
0
0
0
円

　
　
　
　

子
ど
も　

5
0
0
円
（
3
歳
以
上
）

※
一
般
の
方
は
指
定
さ
れ
た
区
分
内
で
の
自
由

席
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

電
話
（
2
8
4
）
3
4
1
1

　

無
料
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

 

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」

　

短
い
ラ
ケ
ッ
ト
で
ス
ポ
ン
ジ
の
付
い
た
シ
ャ

ト
ル
を
打
ち
合
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

１
チ
ー
ム
３
人
構
成
。
幅
広
い
年
齢
層
（
ご

家
族
等
）
で
楽
し
め
ま
す
。

開
催
日　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

申　

込　

不
要
（
参
加
費
無
料
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
2
8
2
）
7
7
7
8

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
2
）
6
4
2
7

　

や
ま
な
み
の
湯　

イ
ベ
ン
ト

 

や
ま
な
み
B
B
Q
オ
ー
プ
ン

　

利
用
は
1
サ
イ
ト
3,
0
0
0
円
、
夕
方
16
時

ま
で
。

※
食
材
等
は
持
込
み

 

変
わ
り
湯
イ
ベ
ン
ト

    

季
節
風
呂
や
健
康
風
呂
を
テ
ー
マ
に
月
に
数
回

開
催
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
０
）
３
３
４
０

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
作
り

　

ガ
ラ
ス
絵
具
を
使
っ
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル

ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

６
月
13
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜

場　

所　

春
仙
美
術
館

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　

16
名
（
要
申
込
・
先
着
順
）

参
加
費　

３
0
0
円

お
問
合
せ
／
春
仙
美
術
館

電
話
（
2
8
2
）
6
6
0
0

　

第
６
回　

彩
り
市　

開
催

　

今
年
も
サ
ク
ラ
ン
ボ
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

６
月
14
日（
日
）

時　

間　

９
時
〜
12
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前

　
　
　

 

（
雨
天
時
は
セ
ン
タ
ー
内
）

内　

容　

焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
・
サ
ク
ラ
ン
ボ

　

野
菜
・
太
巻
き
寿
司
・
漬
け
物
・
味
噌
・
手

　

作
り
小
物
な
ど
1
5
の
店
が
出
店
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
３
）
８
３
１
１

　
県
民
の
森  

森
林
科
学
館
教
室
案
内

 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

県
民
の
森
を
歩
き
、
そ
こ
に
集
ま
る
様
々
な

鳥
た
ち
を
解
説
付
き
で
観
察
し
ま
す
。

開
催
日　

６
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

７
月
25
日（
土
）
（
雨
天
中
止
）

時　

間　

８
時
30
分
〜
10
時

場　

所　

県
民
の
森　

森
林
科
学
館

申　

込　

電
話
に
て
受
付

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

双
眼
鏡
（
貸
出
も
あ
り
ま
す
）

─６─



 
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
ピ
ザ
作
り

開
催
日　

７
月
４
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
14
時

場　

所　

県
民
の
森  
森
林
科
学
館

申　

込　

6
月
４
日（
木
）よ
り
電
話
に
て
受
付

定　

員　

15
名

材
料
費　

1
人  

1,
5
0
0
円

 

花
の
櫛
形
山
ツ
ア
ー

開
催
日　

７
月
11
日（
土
）
（
雨
天
中
止
）

時　

間　

８
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

櫛
形
山

対　

象　

6
時
間
程
度
登
山
道
を
歩
け
る
方

申　

込　

6
月
11
日（
木
）よ
り
電
話
に
て
受
付

定　

員　

10
名

参
加
費　

無
料

 

間
伐
体
験

開
催
日　

７
月
18
日（
土
）
（
雨
天
中
止
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

県
民
の
森　

森
林
科
学
館

申　

込　

6
月
18
日（
木
）よ
り
電
話
に
て
受
付

定　

員　

15
名

参
加
費　

無
料

 

夏
の
星
空
観
察
会

開
催
日　

７
月
24
日（
金
）
（
雨
天
曇
天
中
止
）

時　

間　

20
時
〜
21
時

場　

所　

県
民
の
森  

森
林
科
学
館
駐
車
場

申　

込　

6
月
24
日（
水
）よ
り
電
話
に
て
受
付

参
加
費　

無
料

 

カ
ヌ
ー
・
ヨ
ッ
ト
体
験

開
催
日　

７
月
25
日（
土
）
（
雨
天
中
止
）

時　

間　

13
時
〜
15
時

場　

所　

県
民
の
森  

南
伊
奈
ヶ
湖

市
民
か
ら

 

生
涯
学
習

─７─

対　

象　

身
長
1
1
0
㎝
以
上
の
方

申　

込　

6
月
25
日（
木
）よ
り
電
話
に
て
受
付

定　

員　

20
名

参
加
費　

無
料  

 

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

開
催
日　

７
月
26
日（
日
）
（
雨
天
中
止
）

時　

間　

10
時
〜
、
13
時
〜

場　

所　

県
民
の
森　

森
林
科
学
館

対　

象　

小
学
生
以
上

申　

込　

６
月
26
日（
金
）よ
り
電
話
に
て
受
付

定　

員　

各
回
６
名

参
加
費　

無
料

申
込
・
お
問
合
せ
／
森
林
科
学
館

　
　
　
　
　
　

電
話
（
2
8
3
）
5
7
1
8

生
涯
学
習
講
座

受
付
期
間　

６
月
１
日（
月
）〜
９
日（
火
）

　

な
お
、
申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
受

付
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
し
ま
す
。

　

大
人
の
た
し
な
み
！

　

美
文
字
の
書
き
方
教
室

　

ボ
ー
ル
ペ
ン
や
筆
ペ
ン
を
使
っ
て
、
美
し
い

文
字
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
ル
ー
ル
や

コ
ツ
を
指
導
し
ま
す
。

開
催
日　

６
月
19
日（
金
）、
26
日（
金
）　

時　

間　

19
時
30
分
〜
21
時

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

３
０
０
円
（
材
料
代
込
）

定　

員　

20
名

　

親
子
郷
土
料
理
教
室

　

山
梨
の
郷
土
料
理
「
ほ
う
と
う
」
を
麺
打
ち

か
ら
本
格
的
に
作
り
ま
す
。

※
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会
共
同
事
業

開
催
日　

６
月
20
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
13
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

１
０
０
円

定　

員　

18
名　

　

切
子
教
室

　

沢
登
切
子
保
存
会
の
方
々
が
分
か
り
や
す
く

丁
寧
に
指
導
。
親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日　

６
月
28
日（
日
）　

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会　

場　

沢
登
公
会
堂

受
講
料　

２,
１
０
０
円
（
材
料
代
込
）

定　

員　

20
名

　

七
夕
ス
イ
ー
ツ
作
り
教
室

　

七
夕
に
美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
ま
せ
ん

か
？ 

親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。　

開
催
日　

７
月
５
日（
日
）　

時　

間　

10
時
〜
13
時

会　

場　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

２,
０
０
０
円
（
材
料
代
込
）

定　

員　

12
名

※
各
講
座
と
も
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と 

　

な
り
ま
す
。

※
定
員
以
下
の
場
合
は
開
講
で
き
な
い
こ
と
も

　

あ
り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
４
２
７

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

「
墨
友
会
展
」（
書
道
教
室
）

期　

間　

6
月
１
日（
月
）〜
30
日（
火
） 

※
休
日　

日
曜
、
水
曜
、
木
曜 

時　

間　

月
、
火
曜　

11
時
〜
18
時 

　

金
、
土
曜　

11
時
〜
14
時　

17
時
〜
20
時

場　

所　

カ
フ
ェ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

蝶
の
家 

　
　
　

 

（
小
笠
原
幼
稚
園
隣
り
）

お
問
合
せ
／

　

カ
フ
ェ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

蝶
の
家　

大
山

　
　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
2
8
4
）
1
5
5
6 

　

出
品
者
お
問
合
せ
／
山
内
峯
子

電
話
（
２
８
２
）
３
３
８
３ 

　

ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

ク
ラ
ブ
員
募
集

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
、
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー

ル
と
専
用
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
い
行
う
室
内
テ
ニ
ス

で
す
。

開
催
日　

毎
週
木
曜
日　

時　

間　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

場　

所　

市
内
小
学
校
体
育
館　

対　

象　

中
学
生
以
上

持
ち
物　

室
内
シ
ュ
ー
ズ　

※
無
料
体
験
期
間
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
代
表　

志
村

電
話 

0
9
0
（
3
0
9
5
）
0
0
7
3

イ
ベ
ン
ト  



　  
全
国
ひ
き
こ
も
り
Ｋ
Ｈ
Ｊ
親
の
会

 
山
梨
支
部 

山
梨
県
桃
の
会
６
月
例
会

開
催
日　

６
月
20
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

山
梨
県
福
祉
プ
ラ
ザ

参
加
費　

家
族
で
1,
0
0
0
円（
当
事
者
は
無
料
）

内　

容　

講
演（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー  
高
橋
弘
子 

氏
）

　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

お
問
合
せ
／
篠
原　

　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

0
5
5
4
（
6
6
）
4
0
7
3

　

市
民
体
育
祭
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

お
よ
び
練
習
会
を
行
い
ま
す

開
催
日　

６
月
20
日（
土
）

時　

間　

19
時
〜

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

会　

費　

無
料 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

お
問
合
せ
／
社
交
ダ
ン
ス
部　

深
沢　
　

電
話 

0
5
5
（
2
8
3
）
3
1
0
3

0
9
0
（
6
5
4
5
）
8
6
5
2

　

卵
殻
モ
ザ
イ
ク
展

 

（
吊
し
び
な
と
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
）

　

卵
の
殻
を
着
色
し
た
モ
ザ
イ
ク
の
絵
画
数
々
。

　

付
録
と
し
て
吊
し
び
な
、
さ
し
こ
飾
り
。

開
催
日　

６
月
26
日（
金
）〜
28
日（
日
）

時　

間　

９
時
〜
16
時

場　

所　

ま
ち
の
駅
く
し
が
た
（
春
仙
美
術
館
隣
り
）

入
館
料　

無
料

お
問
合
せ
／
佐
久
間
和
子

　

電
話
（
２
８
３
）
０
５
０
６

 ４  月 の 入 札 結 果

お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092

入
札
結
果

 

市
民
か
ら

─８─

市役所関係

　　

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
峡
中

　

Ｕ－

８
・
Ｕ－

６
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
in
峡
中
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

６
月
20 
日（
土
）　

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
45
分
（
受
付
13
時
）

場　

所　

押
原
公
園
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
　
容　

親
子
ス
ポ
ー
ツ
の
学
び
舎
、
園
児
・

　

児
童
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
、
親
子
サ
ッ

　

カ
ー

資　

格　

峡
中
地
域
に
住
む
小
学
校
１
・
２
年
生

　

お
よ
び
園
児

※
当
日
は
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
選
手
や
、

ヴ
ァ
ン
く
ん
も
参
加
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
県
サ
ッ
カ
ー
協
会　

望
月

　
　

電
話
（
2
6
7
）
8
8
8
7

 　
「
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
」

　

参
加
者
募
集

　

次
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
を
対
象
に
文
化
庁

よ
り
委
嘱
さ
れ
、
伝
統
文
化
（
華
道
・
茶
道
）

の
活
動
を
計
画
的
・
継
続
的
に
体
験
・
修
得
で

き
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。 

期　

間　

６
月
〜
平
成
28
年
１
月
ま
で

　

月
２
回
土
曜
日　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象
者　

小
学
３
年
〜
中
学
３
年
生 

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

受
講
料　

１
回
に
つ
き　

材
料
代
5
0
0
円 

定　

員　

20
名 

申
込
締
切　

６
月
６
日 

申
込
・
お
問
合
せ
／
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室 

　

齋
藤　
　
　
　
　
電
話
（
2
8
2
）
1
5
0
0

開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）
4月23日 公用車リース（軽貨物自動車・介護福祉課) 小笠原地内 567,000
4月23日 公用車リース（軽貨物自動車・管財契約課) 小笠原地内 135,000

4月23日 公用車リース（小型乗用車・管財契約課） 小笠原地内 マツダオートリース㈱
東京営業部 264,600

4月23日 自動体外式除細動器（AED）借入れ 南アルプス市内 日建リース工業㈱
甲府支店 1,544,400

4月23日 市指定ごみ袋（小）購入 南アルプス市内 464,400
4月23日 市指定ごみ袋（大）購入（1回目） 南アルプス市内 5,497,200
4月23日 南アルプス市議会だより「平成27年度」印刷業務 小笠原地内 野中印刷所 4,008,960
4月23日 平成27年度情報系プリンタトナーカートリッジ購入 小笠原地内 中央ＯＡサービス㈱ 632,772
4月23日 裁断機リース（白根百田小学校） 百々地内 59,400
4月23日 モノクロ拡大機リース（八田中学校） 榎原地内 56,160
4月23日 モノクロ拡大機リース（若草南小学校） 藤田地内 60,480
4月23日 デジタル印刷機リース（若草小学校） 寺部地内 169,560
4月23日 デジタル印刷機リース（若草小学校） 寺部地内 511,920
4月23日 FAXリース（豊小学校） 吉田地内 34,560
4月23日 FAXリース（白根御勅使中学校） 百々地内 34,560
4月23日 シュレッダーリース（白根飯野小学校） 飯野地内 30,240
4月23日 シュレッダーリース（白根東小学校） 西野地内 25,920
4月23日 シュレッダーリース（若草小学校） 寺部地内 49,680
4月23日 シュレッダーリース（櫛形北小学校） 桃園地内 30,240
4月27日 百田110号線舗装修繕工事（２期） 百々地内 ㈱シンワ 3,726,000
4月27日 櫛形山アヤメ平木道設置測量設計業務委託 高尾地内 深沢測量事務所 1,620,000

アルプス事務機㈲
南アルプス支店

アルプス事務機㈲
南アルプス支店

㈱トヨタレンタリース山梨

㈱ヤマゲン

㈱マルモ営業本部


